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研究の概要 

主語が目的語に後続する語順を基本語順に持つ「OS 型言語」（特にカクチケル・マヤ語）の 

（１）文理解過程、（２）文産出過程、ならびに（３）言語獲得過程を、フィールド言語認知 

脳科学の観点から多角的かつ統合的に研究し、世界の諸言語の語順選好の背後にある要因を明 

らかにして、言語を司る認知機構の解明に貢献する。 

研 究 分 野： 言語学 

科研費の分科・細目： 言語学・言語学 

キ ー ワ ー ド： 言語学、外国語、実験系心理学、認知科学、神経科学、カクチケル語 

１．研究開始当初の背景 
 日本語や英語など多くの言語の理解（聞く、
読む） や産出（話す、書く） の際に、主語
（S）が目的語（O）に先行する語順（SO 語
順 ＝ SOV, SVO, VSO） のほうが、主語が目
的語に後続する語順（OS 語順 ＝ OSV, OVS, 
VOS）よりも処理負荷が低く母語話者に好ま
れる傾向があることが知られている（SO 語
順選好）。従来の文処理研究は全て英語のよ
うに SO 語順を基本語順にもつ SO 型言語を
対象にしているため、SO 語順選好が個別言
語の基本語順を反映したもの（＝個別文法
説）なのか、あるいは人間のより普遍的な認
知特性を反映したもの（＝普遍認知説）なの
かが分からない。 
 
２．研究の目的 
 この 2 つの要因の影響を峻別するために
は OS 語順を基本語順に持つ OS 型言語で検
証を行う必要がある。そこで、本研究では、
OS 型言語であるカクチケル語（グアテマラの
マヤ諸語のひとつ）をフィールド言語認知脳
科学の観点から研究することによって、個別
文法説と普遍認知説を検証する。 

 
３．研究の方法 
 カクチケル語の（１）文理解過程、（２）
文産出過程ならびに（３）言語獲得過程を、
聞き取り調査、コーパス調査、行動実験、眼
球運動測定、脳機能計測等を用いて、多角的
かつ統合的に研究する。（１）～（３）にお

ける個別言語の文法的要因の影響と普遍的
な認知的要因の影響を明らかにし、脳内言語
処理メカニズムに関するより一般性の高い
モデルを構築することを目指す。 
 
４．これまでの成果 
[カクチケル語の文法に関する研究成果] 
(i) 主語・目的語のいずれにおいても項削除
を許さない。これは、項削除に関する「自由
語順分析」と「一致分析」のうち、「自由語
順分析」を支持する。 

(ii) 音節は左側主要部構造であり、フットは
右側主要部構造である。これは、有標的音節
構造を呈する言語は、音節のみならず他の韻
律領域も有標構造を呈することを示唆する。 

[カクチケル語の産出に関する研究成果] 
(i) 統語的基本語順である VOS 語順よりも
SVO 語順のほうが産出頻度が高い。これは、
普遍認知説を支持する結果である（図１）。 

(ii) 目的語が無生物のときよりも有生物のと
きのほうが SVO 語順の産出頻度が高い。こ
れは、SO 型言語に広くみられる「有生物は
文の前の方に出やすい」という傾向では説明
できない（図１）。 

 

図１：目的語の有生性が語順に与える影響 
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(iii) カクチケル語話者のジェスチャーの産
出では、SOV（動作主・対象・動作）と SVO

（動作主・動作・対象）が同程度の頻度であ
り、SO 型言語の話者の場合と大きく異なる。
これは、普遍的な SO 語順選好とともに、個
別言語の文法的な特性が思考の順序に影響
を与えていることを示唆している（図２）。 

 

図２：SOV 言語である日本語の話者と VOS

言語であるカクチケル語の話者とでは思考
（メッセージ構築）の段階で既に処理順序が
異なっている。 

［カクチケル語の理解に関する研究成果］ 

(i) カクチケル語では産出頻度が一番高い
SVO 語順よりも文法的な基本語順である
VOS 語順の文のほうが文理解の際の処理負
荷が低い（図３）。これは個別文法説を支持
する結果である。 

 

図３：統語的基本語順である VOS が他の語順
よりも文処理負荷が低い。 

(ii) 目的語の有生性に関わらず、SVO 語順よ
りも VOS 語順のほうが処理負荷が低い。 

(iii) カクチケル語話者の多くはスペイン語
とのバイリンガルであるが、日常生活におけ
るスペイン語の使用時間の割合が高い話者
ほどSVO語順の処理負荷が低い傾向がある。 

(iv)VOS 語順の文に比べて SVO 文や VSO 文を
聴解している際に P600 と呼ばれる脳波成分
が観測される。SVO 語順や VSO 語順の文が統
語的移動を含むとする分析と整合的である。 

[カクチケル語の獲得に関する研究成果] 
(i) カクチケル語の環境で育っている子ども
は 3～4 歳児の段階で既にカクチケル語の基
本語順が VOSであることを獲得している。 
(ii) カクチケル語では主語疑問詞疑問文と目
的語疑問詞疑問文を語順で区別することは
できず、動詞の語形に基づいて区別しなけれ
ばならない。カクチケルの子どもは 10 歳程
度になるまでこの区別を安定的に行うこと
ができない。 

５．今後の計画 
 25年度は、カクチケル語話者を日本に招い
て、脳機能計測（fMRI、 NIRS）実験を行い、
語順処理の神経基盤の解明をめざす。また、
カクチケル語に関するこれまでの発見が他
の OS 型言語にも当てはまる一般的なもので
あるかどうかを確認するために、フィジー語
等の調査・実験のための視察を行う。 
 26年度は、必要に応じてフォローアップ実
験を行うとともに、これまでの研究成果をと
りまとめる。また、海外リビュアを招聘して
外部評価を実施し、研究総括を兼ねた公開シ
ンポジウムを開催する。 
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